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宇J守政権が発足して 3か丹、教育基本法の改悪など強引に進めていく手織の
みが自立ちます。美しい器辻、何とも危なつかしいこと台の上に立っているよう

です。さて、井戸端だよち 56号を送ちいたします。読んで持かを感じていた

だければ幸いです。それで誌、皆議、よいお年をお迎えください。
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陸豆斗1月・ 12月額五頭
10月額j会は、大掛方蕗へ出かける予定でしたが、林{麗人の事f警によ号中止さ

せていただきました。突は、その議前記、入院中の夫の母が、危第になち境て

て名古麓へ駆けつけました。幸い、意識が漢号、私も喪ってくることができま

た。その後も{奇麗も、金ない状誌記があったのですが、奇跡的に快方に向かい、

現在安定した状態を謀っています。このまま年が越せそうだと喜んでいますが、

義母のこのような状態を爵の当たりにして、強く心に感じたことがあります。

それは義母の子育てはすばらしかったということです。とのような状援になっ

て、夫達男 3人兄弟は、実に献身的に麓の克舞iこ駆けつけました。みなそれぞ

れ襲撃襲立ついている身ですから、決して近くない鱒霊に駆けつけることは容易

なことではあ号ません。しかし、義務惑からではなく、心からそうしたいとい

う気持ちで行っているのを見るにつけ、告分がi奇じ状況になったとき、果たし

てうちの子供達試問じようにするだろうか・苔定的にならざるを得ませ

ん。義母の子育てはこんなところ己実を結んでいるのだと感じるのです。

11月額j会誌、 11丹知器{水〉午後4時かち林宅で仔いました。

ジャコウアゲハの葉蓄の売ち上げなどの報告を来年早々行うととむなりまし

た。護惑に販売依頼してある分の引き取号、各会員に韻けである絵葉欝の現状

報告えまどをまとめる予定です。また、欝梗罵からくらしの学習会として郵擾痛

に持っている口産の寵罵につき、会規約を提出するように言われていましたの

で、会。の活動を礎文化、関会で訣窓しました。〈報告の後に掲載〉

12月開会は、松出iこ家安新築し、今治から引っ越してきた会員のおさ告に集ま

って行いました。そのお窓は、言葉によく考えられていました。鱈っている大型

犬む都墨、介護されるようになったときのシステム、場ったちした関敢号、動

畿を考えた、 2毘のお震基呂}こ、物干し場、私の麗い頚を法ぐしてくれるいくつ

かの驚きを与えてくれました。それにしても新築の家は気持ちがいいものだ、と

患いました。かつては新築だった我が家も、誌や築年。光騒矢の如しです。

興会参加者5名、今年の活動老援母返号、まとめの会となちました。

(T . 
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iくらしの学習会規制

第1条 (名称) 本会{ま、くらしの学習会と称する。

第2条 (事務所)本事務所は、東温市志津川 1199-9に置く。

第3条 (目的) 日々の暮らしの中の疑問・興味・関心事について、学審 会

を開いたり、意見交換したり、共に行動したりすることを目的とす

る。

第4条 (事業)本会iま、前条の毘的を達成するために、必要な活動を行う。

第5条 〈会員)本会は、第3条に係わる鱒係者である活動会員、及び第

9条の会報購説者である購読会員をもって会員とする。

第6条 (役員)本会iこは、次の役員を置く。但し、会計は兼務を揚げ

ない。

1. 代表 1名

2. 副代表 1名

3. 会計 1名

第7条 (例会)原剣として~1 国例会を開くものとする。

第8条 (会費〉会員は、年会費を払うものとする。

活動会員 20∞円

購読会員 1∞G円
第9条 {会報)年4国会報を発行する。

第10条 〈総会)毎年 1月に総会を開き、会計及び年間活動の報告を

行い、新年度の活動計麗を作成する。

第11条 (会計年度)本会の会計年度は1月から 12~までとする。

第12条 (補則)本会の運営に規約改正が必要な場合は、例会で定

める。

付費IJ 本規約は、平成16年11月初日より施行する。
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官τヒ輔議霊童っ-r(~主党警警!こ悪うこど}

平成 17年s月、東溢市文化協会が設立され、現在、 10部門 83団体が加盟し会
員数は 1，638名を擁するそうです。

私l土、今年5月にその中の 1つ、美締創作部門の書道の部へ入会しました。重信

地区にある 7つの書道教室が東温市書道連盟を作り、春の中央公民館ロピー震、秋

の文化祭出品などで、それぞれが日頃の練習の成果を発表しています。

何もわからないまま理事会に参加しているうちに、重大な問題が持ち上がってい

ることがわかりました。それは f1宮年震からの文化祭は今までのようには出来な

しリと O 理由は「毎年文化祭で書道の展示をしている中央公民館の 1-2硬諺室の

会場設営費4万円は、来年度から経費節減のため文化協会から出せなしV というこ

と。当初からの経緯を知る入の話では、日合研修室の広さに合わせて大工さんに

抜粋を作ってもらい、それを黒幕で覆い会場作りをしてきた。毎年、組立て、解体

して使用しており、その費用jだとか。

東塩市書道連盟の会員数は68名、年会費は350円。内200円は文化協会へ上納、

150 p:jが運営費 (@150X68=lO，200)。 とても会費だけでは賄えない。

会場設営は信分達で出来ないものかと、今年、設営・解体とも役員が見学したが素

人の手におえるものではないらしい。理事会でいろいろ意見が出た。

@づ立イγ勢参加はやめて小品のみのロピー展を2屈にしては?

~文化祭の書道の灯を消すのは長くない~

・年会費を 1，000円程に値上げすれば今まで通りにできる?

~退会する人が多数でるのでは~

@ロピー展で使用しているボードを{吏つては?

~条幅の長いものは展示できない~ など

結局、継続することを前提に、経費のこと、他の所ではどのような工夫をしてい

るかなど、もう一度代表者が協会役員と話し合いをすると言う事になりました。

文化協会の 17年度の予算書を見ると文化祭の補助金として 1，800，000円が東握

市からでています。この決算内容を詳しく知りたいものです。余談になりますが、

毎年行われている市民大学(重信と川内 l年交代で開纏)は、市から文化協会への

委託事業として 1，300，000円が計上されています。

今年は東j量市から、映画「となり町戦争J-絵画「関本太郎の壁画J.演劇「坊っ

ちゃん劇場Jなど文化を発信することができましたが、地道な地域の文化活動も

要だと思います。自分遣が努力することで、感動や喜びを得、人生を豊かに過ごそ

うとするち軌苧も心くばりをして欲しいものです。( S. K ) 
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puη: 司講議会に参加して
私たちは、何を得て、 f可を失っているのか

10月 22呂、松山のコミセン会議室誌は熱気に旬まれていた。

時三戸司氏の講摸会は予想を上関る来場者で、立ち見の人も大勢

いた。

氏は、無議長加食品、自然擁護まの開発 e雄選iこ携わり、有

機農業 ]AS事11:(在員でもあられるが、元は食品議室加物のトップ

セールスマンだった人で、ある。食品繰加物の現場での経験をも

とに、現窓全閣を講摸されている。『食品の饗{員，ljJ(東洋経済新
報社)の著作もある。

汗が民の前iこ震まかれたテ…プノレに、白い粉の入った小瓶が

くさん並んでいた。食品添加物である"呼氏は、この粉だ

けで、あらゆる味をまるでマジシャンのように作り出した。と

んこつスープ、お吸い物、ジュ…ス…。審縮までまわってきた

の「お扱い物Jfま、まさしく rN隣のお吸い物j のにおいが

した。化学実験のように作られてし吋様子を見て、気味が懇い

とともに、これら総加物で作られたものは、本当に栄養もなiこ

もなく、食品とはいえないと改めて思った。

問題なのは、私たちが患っている以上に、一つの加工食品

多くの添加物が能われているということだ。現在の食品衛生法

は、いくつかの総加物を一括してき受恭する f一括表恭j とい

うシステムがとられている。関じ目的のために使われるのであ

れば、機数の物震を競っていても f香料jバ乳化剤lJなどと一
括して表示したのでかまわないというのである o ~叫前著『食
品の芸整備~~より抜粋してみる。 fたとえば食品の還を饗 e 霊安住金筋'

<" rplf議苦難剤j。これは、びとつの物質4!iで、はありません。 rク

g 



エン駿ナトグクムJ r/fF，患をナトグクムJ rアマノレ還をナトググ
ムJrポググン綾ナトグダムJといった添加物の f集合体Jなの
です。 4""'5種類は使われてい与のが普通です。それぐらい入

れないと、 PHの調整効果が!:fJないのです。化学詑号のカ夕方

ナが4""'5種類もずらずら並んでいたのでは f添加物を大量に

使っていとうj とbづ悪印象を持たれてLまいますが、一指表示

なら rpH議事華客溺Jとだげ書げI;!t-、い。少なぐ児せかけられま

す。』

…なんということか。これは知らなかったのでとても驚いた。

PH調整剤の他、「イーストフードJrかんすしリ「香料Jr乳化
財Jなど14種類の表示がこの一括表示にあたる。記載よりも

実擦はその4""'5倦の物質が使われていると思うとぞっとする。

そしてさらに、表示免除のシステムもあることを知った。表

示免除とは、以下の5つの場合には添加物を表示しなくてもい

いというもの。

①キャリーオーバー

②加工助剤

③パラ売りおよび庖内で製造・販売するもの

④パッケージが小さいもの

⑤栄養補助剤

詳しい説明は『食品の裏側Jを読まれればわかるので省くが、
例えば f焼肉のタレj などの加工食品を再加工した製品、ベー

カリーショップのパン、小さな容器のコーヒーフレッシュ、納

豆についてくるタレなどがこれに該当する。

私たちは毎日の生活の中で、意識しないうちにおびただしい

数の食品添加物を口にしてしまっている。食品添加物がこわい

9 



のは、その毒性だけではない。人工的な濃厚なうまみに舌が慣

れてしまい、食品本来の味がわからなくなってしまう。そして

何よりこわいのは、食べ物が簡単に手に入り、料理してくれる

ありがたみ、食べれるありがたみをしらない子どもが育ってし

まうことである。

1碍¥氏は本の中でこう書いている。『食べ物のありがたみがわか
らない子どもは、命のありがたみもわかりません。人の命の重

sもわからない。だから、筋単に人を傷つげ-3子どもになって
ιまラのではないでLょうか。 r食べ物を大切にす-3子どもは、
絶対に人をあやめないJ~

加工食品を使わず手作りするのは、実際手間隙かかり、大変

である。私の 1日の食事の支度を考えてみても、朝・弁当と朝

食を用意するのに大急ぎで作っても 1時間以上はかかり、昼は

私ひとりのときは簡単にすますとしても、夕食には短くて 1時

間、ちょっと手の込んだものを作る日は2時間かかるのである。

家族のいる土・日はもう悲惨だ。こんな生活を毎日続けている

と根気のない私はときどきお手軽加工食品に手を出す。すると、

「これはお母さんがつくったものじゃないねj とすぐ鋭い指摘

が来のだ。これまでは、あつかましいと思っていたが、この鋭

い味覚が育ったことを喜ぶことにしよう。これからも忙しいと

き、体調の惑いときなどはやっぱり加工食品に助けてもらうだ

ろう。現代の生活で添加物なしの食生活は現実的ではない。で

も知って使うのとそうでないのとは、やはり大きく違ってくる

と患う。そして、同じ患いの人は大勢いるということを講演会

のあの参加者の多さが何よりも諮っているのである。

(E. K) 

nu 
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ス?くよ召苓ミァ立長く

松出で活動している神轄と、ここの頭、重鱈HI賭還を棄しむ磯会が

晶りましたo

以前から f泉めぐ"J悲したいと言われていました。マムシが出話

くなる時期が来たので、 11月20目、この日都合の付くメンバ-4

人で出かけました。輩出をする入、ウォーキング横れしている入、こ

こ10か月で約20 k富ダイエット iこ成功し、事くことが苦痛でなくな

った入、案内投の私、体力的に議々なメンバーですが、今自誌のんび

り楽しむべースで「龍訳泉jからスタートです。

公関とのつ註がり感覚で整鱗されているので、護基本前的写葉と見比

べて[整鱗し過ぎかな ?J r農業用水として利用さ説ているめなら
理しやすい整舗も仕方鱗いのか註 ?J rこんなにきれい註水を鞠揺し
たら美味しいお来が出来そう ?Jとの意見が臨ましたのクヌギのどん

ぐ号を捨いつつ f三ケ村泉jへo

議中に通うる公衆トイレ時離水車j摺された{エコトイレjであるとか

高速道轄の鰯遵をおしゃべ与をし立がらウォーキング。 r.三ケ材泉j
の裏鶴iこ建設道具が罷かれていて、 f事業轍討委員会jで決まった整

舗が始まるのでしょうか?と患いつつ泉へ向かいました。本的棄がハ

ハラと舞い落ちいい雰関気。いつ来ても違った護きを見せてくれる泉

です。前回、麗だったので足元を建意しながら下へ。 4人共この空気

惑の違いiこ思わず深呼軽量。かすかなせせら害時音・鳥の鳴き声 a 枯れ

棄の落ちる昔、冬枯れの畿を堪能出来ました。 r整鱗の予定があるの
なら今の環境を維持した工事をして拡しいj と皆の気持ちが一致。

後ろ髪悲引かれながら f騨擁護芝jへ。重信用地い巷ウォーキングo

f襲撃嬢泉J，ま久し議長静。管理されている泉ですが、本々に泉が覆われ

ていて、しっとちした空気惑が包んでくれました。ベンチで一体み巷
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していると、正午のメロディーが流れてきたので、石鎚山を背に重信

川沿いを、いい空気を味わいながら f龍沢泉j までウォーキング。約

2時間半の泉を巡りながらのウォーキングを楽しみ、約85 0 0歩も

歩いていました。月曜日で、緑化公園が休みで入れませんでしたが、

中を歩けば一万歩行けたかも。 r今度、ウォーキング仲間とこのコー
スを歩きますJと嬉しい感想をいただきました。お疲れ様でした。

この日の参加者で登山を楽しむ人が、 f水の元へ欽み水を汲みに行

かないj と誘ってくれたので、 4日後、雨上がりの晴天に恵まれペッ

トボトルを持って上林へ。皿ケ蜂のお膝元に住んでいながら、私にと

っては初めて訪れる場所です。夏場「そうめん掩しJで賑わっている

所に、皿ケ蜂の広葉樹林を通って来た恵みの水がこんこんと涜れ出て

いて、有り難く頂いてきました。コーヒーがまろやかでおいしいそう

です。私は、お茶や紅茶の出が良く柔らかい味に感じ、楽しんでいま

す。せっかくここまで来たのだからと「風穴Jまで車を走らせてくれ

ました。駐車場で車を降りると、マイナスイオンたっぷりの冷たい空

気は頬をキュッとひき締め、体調不良の私の体に元気を与えてくれま

した。 r嵐穴jの倒まで行くと、より冷たい空気がフゥーと流れて来
て今年初の冬を体感した気がしました。夏になるとブルーポピーが咲

くそうですo ドウザンツツヲ・クマガイソウ等ここから血ケ峰に登っ

て行くと楽しめるそうですが、心ない人が持ち帰ってずいぶん減って

来たそうで、さみしい話しです。

この林道もまもなく冬寵もりに入り、水汲みも今年最後になるかも

知れないこの日に、誘ってくれた友人に感謝。

A. M 
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雇通

怒り、哀しみ、呆れ果てるニュースばかりが自立った 2(獅年も終わろうと

しています。

11月3呂、小さなおばあさん猫と、やんちゃで臆病な大型犬と共に、五年振

りに中予に戻って来ました。我が家にとって 15回目の引越しです。知人には

“引越のベテラン"と言われますが、前回に比べ、気力、体力、記憶力の著し

い低下に、五年という歳月の重みを痛感しています。

転居に伴う手続きも、近頃本人確認が必要なものが多く、本人なら一度で済

むことも、夫の代理の私は何度も足を遼ばなければなりません。運転免許証の

住所変更は、夫自身が出向くことができる休日は、所轄の交番に行く様指示さ

れましたが、どこも不在ばかりで、ようやく変更の手続きが出来たのは三逓間

も後のことでした。歳出削減の為に公務員数の純減が提唱されていますが、本

人確認が必要な手続は、休日でも出来る様にしていただきたいし、交番には常

駐していただきたいと痛感したことでした。

膝に故障を抱える私は主治医の勧めもあって、出来るだけ歩いて生活してい

ますが、整備されていない歩道が多いことが悩みの種です。高速道路より、生

活道の整備を切望します。歩きやすい、歩きたくなる街並を創り出すことは、

擢患率の低下にも、障害を持つ人の行動範囲の広がりにも役立つと信じます。

以前から、“松山市のゴミ分別は大変"とは聞いていましたが、かなり手強

いものです。先ず煩雑なのは、“紙ゴミ"の分別です。リサイクル出来る紙と

出来ない紙の区別に“ごみ分別 はやわかり犠"を片手に悪戦苦闘が続いてい

ます。おまけにプラスチックゴミは、マヨネーズ、わさび、歯磨きなどのチュ

ーブや油のボトルなども中をきれいに洗って出す様に書いてあります。米のと

ぎ汁さえ河川を汚染するということで、無洗米が増えている昨今、釈然としな

い毎日です。それに西条市の水まで当てにし、雨水タンクや食器洗い機に補助

を出す程、水が不足している松山市なのに、と矛震も感じます。思わず勘違い

してしまったのは、“粗大"ゴミです。粗大という言葉から、家具などの大裂

の物を考えていたのですが、電気コード、コンパクト、時計など小さな物も“粗

大"ゴミなのです。“個別引き取りゴミ"とでも、名称を変更した方が分かり

やすいのにと思ってしまいました。

これほどリサイクルに熱心な松山市なら、生ゴミの堆肥化にもっと情熱を注
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いで欲しいとも患います。努輪、コンポスターや生ゴミ銘理機立構勤が出る襟

ですが、それぞ、れの事構で、設震できなかった号、堆患が不要な家建もあると

患うのです。佐賀で拭NPO毘体が恥むと怒って、登録家庭の生ゴミを夜襲し、

堆寵化しているそうです。その堆日患の鷺の長さは、佐葉大学の研究室によって

認めちれていると奮います。

それにしても、興じ護嬢県内で、市によってあまりに違う、ゴミ分)j!Jにiま欝

口しています。

転態f麦、藤耕な大型犬の大五豊容は、拐めての引越しで少々構鰭不安定でした

が、ぉ;まあさん猫の 1)1)段、引越しも三E菱自ともなると、平然と家中を隷検し

てまわり、最近は構子に鶴て具、乗るのがやっとだ、ったのに、流し台に身軽に上り、

先輩の余揺を見せていまし立。そんなっ 1)が 12月 14器、議 10ヶ月の一生

を鰐えました。引越してから 1ヶ月と 11詰めのととでした。 2.5kgの/わさな灘

でしたが、いなくなると急に家が徒京く感じられてなちませんa 今は勿事撃の

摸機の出いIJ五さな謹に鱗って八年前立逝った柴犬の五部と並んでいます。火葬

した翌昌は捨たい爵が、いつの間にか護震に変わっていました。今も“憲子さ

ん鶴飯は?刊と鑓挺するl)l)の声が関こえます。 (K'0) 

議盤ゑ立主
1月安田(丈〉午離日:∞~総会及び新年会 林宅にて

総会終了後、一品持ちよりお新年会を行います。是非ご参加ください。

霊謀者の揮・投襲撃卑どお持ちしています。

iくらしの学習会では、髄時会員を募集しています。

i 活動会員 2悌む丹/年 購読会員 1拐9円/年

j 譲込先口車番号〈郵寵罵〉 くらしの学習会 01610-5…2102吾

関い合わせ先 TELlEAX 08雪ーヲ併一岳956(林〉

Eωmai1: 

議重量集室長書記

年々 、 1年金f過ぎるのが速くえまっていくようiこ感じています。年来もお見襲撃

いむ持って蕪ましたc 50入費量り韓5聖母小さい襲警特鵜を霊童っている松uJ-名苦言麓

罷i蓮華襲議語講轄(f)ことが多いので一審欝です。農いお年をお議え下さい。 (T'H) 
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